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いろいろある 参加の仕方

* 科学者として
- 著者・専門的知見の提供
- 妥当性・堅固性の判断

（総説的な知見の提供が多い）

* 政府関係者として
- プロセス・優先度など

* NGO・メディア・Stakeholderとして
- 現場からの反応、イシューを伝えるなど

*要請で設置された外部組織のメンバーとして



Intergovernmental science-policy Platform on 
Biodiversity and Ecosystem Services



専門家として Policy Support Catalogue 



IPBES 5



アセスメント・プロセスに参加するメリット



SPM  文書の性格

政策立案者への要点
→ コンパクトに大事なメッセージを “crispy and punchy”

→ 科学的文書は別の本体で参照

政策に関連するが政策を規定しない情報
policy-relevant but not policy-prescriptive information

皆さんもご存じのように 言うは易く行うは難し
レビューであればなおさら



課題 (デメリットではないにせよ）

• それなりに時間は取られる 、プロセスに時間もかかる
＞ コロナ禍以降は 特にオンライン・メールも多い
＞ 最新の知見との タイムラグなど

• （先進国枠の）科学者は 旅費等が手当されないことも多い

• いろいろと バランス・ルール縛り あり （出版、地域バランスなど）

• 人によっては物足りない（良し悪しは別に）
論文（Original Article） というより総説的(Review)や査読に近い



著者会合の集合写真 オンライン会合の集合写真



メリット
• 政策も科学もコミットするプロセスに参画できる

• 科学・政策・非政府組織の 研究者 意思決定者等との交流・情報

（ハードルは思っているほど高くない）

• 研究者・NGO・実践家として 社会還元になる（かも）

• 論文や研究トレンドをとらえなおす機会

• CLA,LA, フェロー は著者になる

コメントも文書に反映される可能性あり （Contributionが author として 認定される可能性も）

若手への支援制度も





国連都市を目指す ボン
IPBES 事務局以外も いろいろな環境、国際 関連機関もありますよ

IFOAM
有機農業

ドイツ政府
研究機関
BfN BMU FSC

森林認証

国連大学 EHS （上）
EFI ボン支部 （左）
欧州森林研究所



外部レビュー パネルの経験



www.council.science 

パネルメンバー
Panel members

Peter Bridgewater (豪共同議長)

Maria R. Benites (ペルー共同議長)

Ryo Kohsaka （日本）

Doug Beard （米国 新Bureau）

Nicholas King  （南ア）

Albert van Jaarsveld（IIASA 南ア）

Selim Louafi （仏）

Joseph Mulongoy （加・コンゴ）

Kalpana Chaudhari (印)

Karen Jenderedijan （アルメニア）

事務局
Coordinating 
body

外部レビューパネル・メンバー





IPBES/7/L5
Rolling work programme of the 
Intergovernmental Science-Policy 
Platform on Biodiversity and Ecosystem 
Services up to 2030



・国レベルの政策立案者へのアプローチは進められている

⇒ただし、下記課題もあり
・ローカルな政策立案者や民間、市民のアプローチは課題

（Finding 41：Review of the effectiveness of the administrative and scientific functions of 
the Platform）

・既存の政策の効果の考慮、評価報告書を重視し過ぎる傾向

（Finding 22：同上）

・方法論のアセスメントよりテーマ別のアセスメントが多い

政策への貢献について 外部レビュー
報告書より



社会・将来世代への還元



アジアでも還元 2019年10月＠バンコク

政策担当者向け with IGES 条約事務局など



国内でも還元 2019年11月＠名古屋大学

市井和仁先生をお招きして



次世代、フューチャーへ



関連文献

外部評価パネル メンバーで 論文化
https://www.tandfonline.com/doi/full/10.
1080/26395916.2019.1702590%40tbsm22.
2020.16.issue-S1

南山大学社会倫理研究所：社会と倫理（査読無）
歴史的な経緯の説明

https://rci.nanzan-
u.ac.jp/ISE/ja/publication/se/020500.html



ご清聴ありがとうございました

香坂 玲

電子メール：kikori36@gmail.com

HP: https://kohsaka-lab.jp/

Facebook

https://www.facebook.com/kohsaka.jp

4月7日
発刊！
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